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〜令和２年１１月から１２月〜令和３年１月から３月に

【令和３年第１回吉田町議会臨時会（会期：１月 21日）】
　専決処分事項の承認１件、補正予算１件の計２議案を審議。全ての議案について原案のと
おり可決・承認した。

議案番号 件名 概要　※詳細はP5

第1号

専決処分事項の承認を求めるこ
とについて（令和２年度吉田町
一般会計補正予算（第10号）に
ついて）

国庫補助金などにより、コロナウイルス感染防
止対策として、介護施設新規入居者および従事
者に対する検査費用の補助に支出する補正。

第2号 令和２年度吉田町一般会計補正予
算（第11号）について

国庫補助金および寄付金により、コロナウイ
ルスワクチン接種事業、ふるさと納税事業、
基金積立金などに支出する補正。

【令和３年第１回吉田町議会定例会（会期：３月１日～ 22日）】

　専決処分事項の承認３件、条例の改正６件、条例の制定１件、補正予算５件、当初予算７件、
契約の変更１件、指定管理者の指定２件、町道認定１件、人事案件２件の計 28議案を審議。
全ての議案について原案のとおり可決・承認・同意・適任とした。
　また、議会提出の発議案２件は可決、１件は否決した。

議案番号 件名 概要　※詳細はP6〜

第3号
専決処分事項の承認を求めるこ
とについて（吉田町国民健康保
険税条例の一部を改正する条例）

国の法律の一部改正により、条例中の新型コ
ロナウイルス感染症の定義を改める改正。

第4号
専決処分事項の承認を求めるこ
とについて（吉田町国民健康保
険条例の一部を改正する条例）

第5号
専決処分事項の承認を求めるこ
とについて（吉田町介護保険条
例の一部を改正する条例）

第6号
吉田町職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例の制定に
ついて

吉田町立学校、保育所、こども発達支援事業
所に勤務する職員の給食費を給与から控除す
ることの改正。
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第7号 吉田町体育館設置条例の一部を
改正する条例の制定について

総合体育館に空調設備を設置したことに伴い、
設備使用料を改める改正。

第8号 吉田町課設置条例の一部を改正
する条例の制定について

新たに財政管理課（財政、契約、財産管理を
担当。）を設置することの改正。

第9号 吉田町介護保険条例の一部を改
正する条例の制定について

３年度から５年度までの介護保険料の基準額
を月額５，０００円とすることなどの改正。

第10号 吉田町学校施設使用条例の一部
を改正する条例の制定について

小中学校体育館の施設使用料を、空調分を除
いた額に改め、別途冷暖房使用料を規定する
ことの改正。

第11号
吉田町後期高齢者医療に関する
条例の一部を改正する条例の制
定について

地方税法の改正により、延滞金の割合の特例
について変更することの改正。

第12号

指定居宅サービス等の事業の人員、
設備及び運営に関する基準等の
一部を改正する省令の施行に伴
う関係条例の整備に関する条例
の制定について

厚生労働省令の改正により、虐待防止や、業
務継続計画の策定および計画についての研
修・訓練の実施などを規定。

第13号 令和２年度吉田町一般会計補正
予算（第12号）について

決算見込みにより、歳入歳出予算、繰越明許
費、地方債を補正。

第14号
令和２年度吉田町後期高齢者医
療事業特別会計補正予算（第２
号）について

後期高齢者医療広域連合への納付金の増額に
伴う補正。

第15号
令和２年度吉田町介護保険事業
特別会計補正予算（第３号）に
ついて

総務費および地域支援事業費の実績見込み額
による補正。

第16号 令和３年度吉田町一般会計予算
について

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を、 そ れ ぞ れ 
１１０億４，９００万円と定める当初予算。

第17号 令和３年度吉田町土地取得事業
特別会計予算について

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を、 そ れ ぞ れ 
１，５００万円と定める当初予算。

第18号 令和３年度吉田町国民健康保険
事業特別会計予算について

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を、 そ れ ぞ れ
２６億９，８９３万円と定める当初予算。

第19号 令和３年度吉田町後期高齢者医
療事業特別会計予算について

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を、 そ れ ぞ れ
２億９，２３３万円と定める当初予算。
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第20号 令和３年度吉田町介護保険事業
特別会計予算について

歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を、 そ れ ぞ れ
２０億３，１９８万円と定める当初予算。

第21号 令和３年度吉田町水道事業会計
予算について

３条会計の収益的収入額、支出額、４条会計
の資本的収入額、支出額および不足する額の
補填額などを定める。

第23号 令和２年度防潮堤整備工事（そ
の２）請負契約の変更について

令和２年６月１５日の議決を経た請負契約に
ついて、海岸土工の数量の変更などを行うた
め、変更契約を締結する。

第24号 指定管理者の指定について 吉田町総合障害者自立支援施設の管理を社会
福祉法人牧ノ原やまばと学園とする。

第25号 指定管理者の指定について 吉田町防災公園の管理を一般社団法人吉田町
まちづくり公社とする。

第26号 町道の路線認定について 道路法の規定により２路線を認定する。

第27号
吉田町固定資産評価審査委員会
の委員の選任につき同意を求め
ることについて

４月30日の任期満了に伴い、委員の再任を
求める人事案への同意。

第28号 人権擁護委員の推薦につき意見
を求めることについて

６月30日の任期満了に伴い新たな委員を充
てる人事案に対し、議会の意見を求める。

第29号 令和２年度吉田町一般会計補正
予算（第13号）について

国・県補助金によりプレミアム付商品券発行
事業などに支出する補正。

第30号 令和３年度吉田町一般会計補正
予算（第１号）について

国庫負担金および国庫補助金により新型コロ
ナウイルスワクチン接種体制事業などに支出
する補正。

＜発　議　案＞

第1号 吉田町議会委員会条例の一部を
改正する条例の制定について

総務文教常任委員会の所管に財政管理課を加
える。

第2号 吉田町議会会議規則の一部を改
正する規則の制定について

議会への欠席事由を整備し、出産・育児・介
護などを明記することなどの改正。
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■賛否が分かれた議案

議案番号 件名 概要 審議
結果

第２２号
令和３年度吉田町公共
下水道事業会計予算に
ついて

３条会計の収益的収入額、支出額、４条会計の資本的収
入額、支出額及び不足する額の補填額などを定める。

原案
可決

発議案
第３号

日本政府に核兵器禁止
条約への参加・調印・
批准を求める意見書に
ついて

核兵器禁止条約が１月２２日に発効された。この条約はす
べての国が参加・調印・批准することを求めている。
１　日本政府は速やかに核兵器禁止条約に調印すること。
２　衆議院、参議院両院で速やかに核兵器禁止条約を批

准すること。
上記２点の内容を求める意見書を国へ提出する。

否決

■各議員の賛否

議
案
番
号

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

 

議
員
名

福
世
　
義
己

楠
元
由
美
子

盛
　
純
一
郎

中
田
　
博
之

平
野
　
　
積

山
口
　
一
博

蒔
田
　
昌
代

三
輪
美
由
紀

山
内
　
　
均

八
木
　
　
栄

河
原
崎
曻
司

大
石
　
　
巌

増
田
　
剛
士

第22号
賛成〇
反対×

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ※

発議案
第３号 〇 × × 〇 × 〇 × × × × 〇 〇 ※

＊法令の定めにより議長に表決権はありません。

専決処分事項の承認を求めることについて
令和２年度一般会計補正予算（第10号）

歳入歳出予算の総額に１２０万円を増額し総額を１５５億５,８３７万円とする

【主な事業】
○感染拡大防止事業費 １２０万円
　・介護施設等新規入所者検査費補助金・介護施設等従事者検査費補助金

令和２年度一般会計補正予算（第11号）
歳入歳出予算の総額に９,４６９万円を増額し総額１５６億５,３０７万円とする

【主な事業】
○社会福祉施設管理事業費 ７９万円
　・福祉器具類　老人デイサービスセンター入浴用バスリフト
○新型コロナウイルスワクチン接種事業費 ９１０万円

　令和３年第１回臨時会

新型コロナウイルス感染症対策費に伴う
� 補正予算（９,４６０万円）を可決　

　

令
和
３
年
第
１
回
吉

田
町
議
会
臨
時
会
を
１

月
21
日
に
開
催
し
た
。

　

専
決
処
分
事
項
の
承

認
１
件
、
一
般
会
計
補

正
予
算
１
件
の
計
２
件

を
審
議
し
、
全
員
一
致

で
可
決
・
承
認
し
た
。

※各議案における討論は、P9およびP10に掲載しています。
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～新たな安全と賑わいの創出～
【新たな安全】
　　川尻地区防潮堤側道整備に係る工事 １億2,751万円
　　川尻地区防潮堤天端整備に係る工事	 9,122万円
　　水防センターの整備	 4,215万円
　　吉田漁港津波対策整備計画の策定	 881万円

【賑わいの創出】
　　静岡・相良線のバス停等の整備	 2,660万円

～教育環境の充実～
【教育環境の充実】
　　ＩＣＴ教育の体制強化	 1,377万円
　　町立小中学校のＩＣＴ機器整備	 815万円

【その他教育環境の充実に資する取組】
　　教育指導用書籍の更新	 500万円

令 和３年 度 の 主 な 新 規 事 業

令和３年度一般会計予算

予算総額　110億4,900万円

 

歳
　
　
入

問

町
債
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
依
然
と
し
て

公
債
費
比
率
を
心
配
す

る
声
が
あ
る
。

　
　

今
後
の
推
移
を
ど
の

よ
う
に
想
定
し
て
い
る

か
。

答
「
借
入
額
は
当
該
年
度

の
償
還
元
金
を
上
回
ら

な
い
」と
い
う
方
針
の
も

と
予
算
編
成
を
行
っ
て

い
る
。

　
　

償
還
元
金
と
同
額
の

借
入
を
行
っ
た
と
す
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
も
、実
質
公
債

費
比
率
・
将
来
負
担
比

率
共
に
基
準
内
で
推
移

し
て
い
く
見
通
し
で
あ

る
。

将来負担比率とは

一般会計等が将来負担すべき負債の
標準財政規模を基本とした額に対す
る比率を表す。将来、財政を圧迫す
る可能性の度合いを示す指標とも言
える。

ふるさとよしだ寄付金基金
充当事業

吉田町に寄せられた
ふるさとよしだ寄付金
の一部は、以下の事業
に充てられています。

災害に強く安全・安心に暮らせる
まちづくり 4,429万円

誰もが健康でいきいきと暮らせる
まちづくり 6,386万円

活力あふれる産業振興まちづくり 
 3,497万円

魅力あふれる多様な交流を生む
まちづくり 494万円

次世代を担う心豊かな人を育む
まちづくり 5,192万円

豊な自然と共生するまちづくり
 2,160万円

行政と住民が一体となって取り組
むまちづくり 222万円

一
般
会
計
予
算
審
議

29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度

11,498
10,637 10,783 11,049

11,628
単位 : 百万円

5カ年の推移　一般会計歳入歳出予算
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歳
　
　
出

総
務
費

問

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
バ
ナ
ー
広
告

に
て
収
益
を
あ
げ
る
取

り
組
み
は
行
わ
な
い
か
。

　
　

ま
た
、
コ
ン
テ
ン
ツ

の
改
善
や
見
や
す
さ
の

追
求
に
つ
い
て
考
え
は
。

答

バ
ナ
ー
広
告
に
つ
い
て

は
、近
隣
市
町
の
取
り

組
み
を
み
る
限
り
、収

益
が
見
込
み
に
く
い
と

感
じ
る
。

　
　

改
善
・
見
や
す
さ
の

追
求
の
点
で
は
、情
報

化
推
進
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、対
応
し
て
い
る
。

問

交
通
安
全
施
設
を
整

備
す
る
箇
所
に
つ
い
て
、

優
先
順
位
を
ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
る
の
か
。

答

地
元
の
要
望
・
通
学
路

の
点
検
内
容
・
パ
ト
ロ

ー
ル
の
結
果
を
も
と
に

選
定
し
て
い
る
。

衛
生
費

問

昨
年
度
、
作
業
員
を

町
職
員
と
し
て
採
用
し

た
は
ず
だ
が
、
草
刈
手

数
料
の
外
注
費
が
増
え

て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答

作
業
員
の
高
齢
化
や

人
数
の
減
少
、草
刈
り

面
積
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
加
え
、今
回
、河
川

堤
防
の
急
斜
面
や
交
通

量
の
多
い
道
路
な
ど
、

安
全
確
保
が
で
き
な
い

所
を
外
注
で
行
う
た

め
、増
加
し
て
い
る
。

問

剪
定
枝
等
チ
ッ
プ
堆

肥
化
事
業
で
、
堆
肥
化

し
た
製
品
を
有
料
化
す

る
な
ど
収
益
化
を
図

り
、
委
託
料
の
軽
減
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

答

有
料
化
に
つ
い
て
は
委

託
先
で
決
め
る
こ
と
で

あ
る
。町
と
し
て
は
、循

環
型
社
会
の
形
成
と
い

う
観
点
か
ら
、本
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
。

問

生
ゴ
ミ
処
理
機
等
設

置
費
補
助
費
に
つ
い
て
、

予
算
が
少
な
い
と
感
じ

る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答

補
助
金
の
周
知
が
不

足
し
て
い
た
と
考
え
て

い
る
。

　
　

補
助
金
制
度
の
チ
ラ

シ
を
町
内
量
販
店
な
ど

に
配
置
し
た
り
、町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
結
果
、数
件
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。こ

れ
か
ら
も
積
極
的
に
PR

し
て
い
き
た
い
。

問

榛
原
医
師
会
負
担
金

と
は
、
ど
の
よ
う
な
事

業
に
対
し
て
の
も
の
な

の
か
。

　
　

ま
た
、
そ
の
負
担
割

合
は
ど
の
よ
う
に
決
め

た
の
か
。

答

榛
原
医
師
会
の
建
物

建
替
工
事
の
建
設
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
る
。

　
　

負
担
割
合
に
つ
い
て

は
、関
係
市
町
で
協
議

の
上
決
定
し
た
。

問

こ
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
助
成
金

が
前
年
と
比
べ
て
大
幅

に
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

答

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
税

収
減
が
見
込
ま
れ
る
な

か
、県
内
８
市
町
の
み

行
っ
て
い
る
予
防
接
種

の
助
成
制
度
の
維
持

と
、事
務
事
業
の
見
直

し
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
た
た
め
で
あ
る
。

問

ダ
ン
ス
健
康
づ
く
り
事

業
費
補
助
金
が
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
理
由
は
。

答

活
動
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
、「
笑
っ
し
ょ
い
よ

し
だ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
こ
れ
ま
で
の
実
績
値

や
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、例
年
通
り
の
規
模

で
の
開
催
が
難
し
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
減

額
と
な
っ
た
。

問

生
活
排
水
改
善
対
策
事

業
費
で
、
単
独
浄
化
槽

か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の

切
り
替
え
を
推
し
進
め

る
こ
と
で
、
排
水
改
善

が
図
れ
る
と
考
え
る
が
。

答

浄
化
槽
設
置
費
補
助

金
の
実
績
を
見
て
も
新

設
が
ほ
と
ん
ど
で
、単

独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄

化
槽
へ
の
切
り
替
え
は

進
ん
で
い
な
い
。

　
　

３
年
度
か
ら
は
、切

り
替
え
に
伴
う
配
管
工

事
費
と
撤
去
工
事
費
に

つ
い
て
も
補
助
金
が
出

る
の
で
、し
っ
か
り
と
周

知
し
て
い
き
た
い
。

問

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

事
業
費
で
、
太
陽
光
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

し
て
、
町
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答

既
存
住
宅
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

蓄
電
池
シ
ス
テ
ム
を
同

時
設
置
す
る
方
へ
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
。

交通安全施設（防護柵）

河川堤防（大幡川）堆肥化作業
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農
林
水
産
業
費

問

湯
日
川
の
山
崎
橋
下

流
側
に
あ
る
ラ
バ
ー
ダ

ム
が
壊
れ
て
い
る
が
修

繕
の
予
定
は
。

答

補
助
事
業
を
視
野
に

入
れ
て
い
る
こ
と
、用

水
の
関
係
で
大
井
川
土

地
改
良
区
と
の
調
整
が

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、３
年
度
に
お
い
て

は
復
旧
に
向
け
た
調
整

を
行
う
。

　
　

代
替
措
置
と
し
て
ポ

ン
プ
を
設
置
し
、必
要

な
水
量
を
確
保
し
て
い

く
。

商
工
費

問

施
設
整
備
費
で
、
小

山
城
売
店
横
の
ト
イ
レ

の
改
修
に
関
し
て
、
利

便
性
の
向
上
や
活
性
化

に
つ
な
が
る
内
容
は
検

討
さ
れ
た
の
か
。

答

今
回
は
修
繕
の
み
で

あ
る
。

　
　

小
山
城
売
店
周
辺
に

つ
い
て
は
、過
去
に
も
検

討
の
あ
っ
た
道
の
駅
な

ど
の
よ
う
に
、集
客
目

的
で
の
改
修
を
行
う
の

で
あ
れ
ば
、区
域
全
体

で
行
う
の
が
有
効
と
考

え
て
い
る
。

土
木
費

問

公
園
の
遊
具
に
つ
い

て
、
修
繕
の
予
算
は
あ

る
が
撤
去
さ
れ
新
設
す

る
た
め
の
予
算
は
な
い
。

　
　

設
置
さ
れ
た
当
初
の

状
態
を
ベ
ー
ス
に
維
持

管
理
す
る
考
え
は
あ
る

の
か
。

答

現
在
の
使
用
状
況
を

鑑
み
な
が
ら
で
は
あ
る

が
、修
繕
・
撤
去
・
新
設

を
行
う
と
い
う
方
向
性

に
変
わ
り
は
な
い
。

問

遊
具
に
関
す
る
町
民

か
ら
の
要
望
を
吸
い
上

げ
る
こ
と
も
必
要
だ
と

思
う
が
。

答

予
算
作
成
に
当
た
っ
て

は
、パ
ト
ロ
ー
ル
で
の
遊

具
の
点
検
結
果
の
ほ

か
、地
元
の
意
見
や
要

望
書
の
内
容
を
踏
ま
え

て
お
り
、そ
う
し
た
シ
ス

テ
ム
は
確
立
さ
れ
て
い

る
。

問

富
士
見
土
地
区
画
整

理
事
業
は
、
こ
れ
ま
で

も
補
助
金
を
交
付
し
て

き
た
が
、
町
と
し
て
い

つ
ま
で
行
う
か
算
段
は

つ
け
て
い
る
の
か
。

答

今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
に
つ
い
て
は
、組

合
の
中
で
話
し
合
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。町
と

し
て
は
、要
綱
に
沿
っ
た

形
で
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
。

教
育
費

問

確
か
な
学
力
定
着
事

業
で
、
３
年
度
の
吉
田

町
学
力
調
査
を
実
施
し

な
い
理
由
は
。

　
　

ま
た
、
そ
の
決
定
に

当
た
り
、
教
育
委
員
会

で
は
ど
の
よ
う
な
議
論

が
な
さ
れ
た
の
か
。

答

学
力
調
査
の
分
析
を

ど
う
す
れ
ば
教
員
の
負

担
無
く
行
え
る
の
か
な

ど
、一
度
見
直
す
機
会
が

必
要
と
判
断
し
た
た

め
。

　
　

教
育
委
員
会
に
お
い

て
は
、Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ
ン

ス
プ
ラ
ン
を
整
理
す
る

と
い
う
な
か
で
、学
力

調
査
に
つ
い
て
も
、い
ま

一
度
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
結
論
に

至
っ
た
。

問

図
書
館
費
で
本
の
入

れ
替
え
を
す
る
に
つ
い

て
ル
ー
ル
は
あ
る
の
か
。

答

図
書
館
の
本
の
選
定

収
集
に
つ
い
て
は
、資
料

収
集
方
針
が
あ
る
。基

本
方
針
と
し
て
は
、「
資

料(

本)

は
幅
広
く
」「
著

者
の
思
想
や
党
派
的
立

場
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
」な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

問

小
中
学
校
で
の
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
の
利
用
開
始

に
あ
た
り
、
現
在
の
モ

ニ
タ
ー
で
は
な
く
、
デ

ジ
タ
ル
黒
板
を
導
入
し

た
ほ
う
が
い
い
と
考
え

る
が
。

答

現
在
の
モ
ニ
タ
ー
で
十

分
に
対
応
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

ラバーダム（湯日川）

小山城売店横のトイレ

公園の遊具（小藤路公園）
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令和3年度特別会計予算50億3,825万円

 特別会計（内訳） 単位：万円

事業名 本年度予算額 前年度予算額 差引増額
土地取得事業 1,500 1,502 　△2
国民健康保険 269,893 272,267 △2,374
後期高齢者医療 29,233 29,270 △37
介護保険事業 203,199 204,108 △909
合計 503,825 507,147 △3,322

 水道事業会計（内訳） 単位：万円

区分 収入 支出 差額
収益的収支 62,114 55,517 6,597
資本的収支 11,944 47,237 △3,529

 公共下水道事業会計（内訳） 単位：万円

区分 収入 支出 差額
収益的収支 74,702 73,394 1,308
資本的収支 86,373 88,430 △2,057
＊令和2年度予算から公共下水道事業の会計制度は地方公営企業法を適用し、

企業会計方式に転換

特
別
会
計
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
官
庁
会
計
に
お
い
て
、
一
般

会
計
と
は
別
に
設
け
ら
れ
、
独
立
し
た
経
理
管
理

が
行
わ
れ
る
会
計
。

　
特
別
会
計
ご
と
に
予
算
を
も
ち
、
一
般
会
計
に

お
け
る
単
一
予
算
主
義
の
原
則
に
対
す
る
例
外
と

な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算

問

保
険
給
付
費
等
交
付

金
に
お
け
る
保
険
者
努

力
支
援
分
に
つ
い
て
、

対
前
年
で
405
万
円
ほ
ど

増
額
さ
れ
て
い
る
要
因

は
。

答

交
付
金
算
定
に
お
け

る
指
標
の
う
ち
、「
特

定
健
診
・
保
健
指
導
の

実
施
率
、メ
タ
ボ
お
よ

び
そ
の
予
備
軍
の
減
少

率
」、「
地
域
包
括
ケ
ア

の
推
進
に
関
す
る
取

組
」の
実
績
値
が
向
上

し
た
た
め
で
あ
る
。

問

当
町
の
国
民
健
康
保

険
税
額
は
依
然
、県
内

で
も
高
い
水
準
で
あ

る
。県
内
市
町
の
保
険

料（
税
）の
統
一
に
向
け

て
の
取
り
組
み
は
。

　
　

ま
た
、少
子
化
対
策
と

逆
行
す
る
、保
険
税
算
定

に
お
け
る
均
等
割
の
廃

止
は
検
討
し
な
い
か
。

答

県
内
市
町
の
保
険
料

（
税
）の
統
一
に
関
し
て

は
、４
年
度
ま
で
に
ど
の

部
分
ま
で
を
統
一
さ
せ

る
の
か
を
決
定
す
る
。

　
　

保
険
税
均
等
割
に
つ

い
て
は
、４
年
度
か
ら

未
就
学
児
の
半
額
措

置
を
国
の
方
針
と
し
て

決
定
し
て
い
る
。今
後

も
財
政
状
況
を
勘
案
し

つ
つ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、均
等
割
額

の
検
討
を
し
て
い
く
。

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算

問

国
か
ら
の
交
付
金
の

交
付
額
を
上
げ
る
た
め

に
、重
点
的
に
取
り
組

む
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。

答

ど
の
項
目
も
し
っ
か

り
取
り
組
む
が
、特
に

認
知
症
な
ど
の
予
防

事
業
に
力
を
入
れ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業

会
計
予
算

問

一
般
会
計
か
ら
の
基

準
外
繰
り
入
れ
を
減
ら

す
た
め
に
、使
用
料
の

値
上
げ
以
外
の
方
策
は

あ
る
か
。

答

コ
ス
ト
削
減
の
ほ
か
、

歳
入
を
増
や
す
た
め

に
、下
水
道
接
続
率
の

向
上
に
努
め
た
い
。

反
対
討
論（
山
内
均
議
員
）

　

工
事
費
用
原
資
の
、税

に
よ
る
町
民
負
担
を
考
え

れ
ば
、今
後
は
下
水
道
設

備
の
拡
張
整
備
よ
り
も
、

技
術
革
新
が
進
む
可
能
性

が
あ
る
、費
用
対
効
果
の

高
い
合
併
処
理
浄
化
槽
に

よ
る
水
洗
化
を
図
る
べ
き

で
あ
る
。

賛
成
討
論（
平
野
積
議
員
）

　

既
存
の
接
続
済
の
家
庭

の
汚
水
処
理
、下
水
道
設

備
の
維
持
は
必
要
。

　

ま
た
、町
の
公
共
下
水

道
事
業
の
健
全
化
の
た

め
、接
続
戸
数
の
拡
大
が

必
要
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決
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吉
田
町
体
育
館
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問

空
調
利
用
に
対
し
て

も
、施
設
利
用
料
と
同

じ
よ
う
に
割
り
引
き
や

割
り
増
し
の
料
金
を
設

け
た
理
由
は
。

答

本
来
の
目
的
は
災
害

時
避
難
所
の
空
調
の

整
備
で
あ
り
、そ
の
設

備
に
は
多
額
の
町
民
の

税
が
投
入
さ
れ
て
い
る

点
か
ら
、設
置
費
用
負

担
の
な
い
町
外
の
方
に

は
、現
状
の
設
備
利
用

同
様
の
割
り
増
し
を
行

う
。

　
　

ま
た
、町
内
ス
ポ
ー

ツ
振
興
の
観
点
か
ら
、

継
続
的
に
活
動
し
て
い

る
町
内
ス
ポ
ー
ツ
団
体

な
ど
に
は
空
調
費
用

を
割
り
引
く
こ
と
と
し

た
。

問

HP
で
の
見
や
す
い
料

金
提
示
や
ネ
ッ
ト
に
よ

る
予
約
シ
ス
テ
ム
構
築

な
ど
を
検
討
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答

改
定
後
の
料
金
に
つ

い
て
は
、HP
に
掲
載
す

る
。

　
　

予
約
の
ネ
ッ
ト
化
に

つ
い
て
は
、使
用
上
の

注
意
な
ど
説
明
事
項

が
多
数
あ
る
こ
と
か

ら
、現
時
点
で
は
検
討

し
な
い
。

問

熱
中
症
予
防
と
し
て
、

一
定
の
室
温
以
上
で
空

調
利
用
を
促
す
よ
う
な

こ
と
は
考
え
な
い
か
。

答

熱
中
症
指
数
計
を
設

け
、空
調
を
利
用
す
べ

き
数
値
の
目
安
を
示

す
。目
安
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
間
の
共
通
認

識
を
形
成
し
た
い
。

吉
田
町
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問

当
町
は
県
内
で
も
介

護
保
険
料
が
低
い
ほ
う

だ
が
、介
護
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
よ
う
な

こ
と
は
な
い
か
。

答

保
険
料
は
、現
在
の
利

用
状
況
、将
来
の
高
齢

者
数
や
介
護
保
険
利

用
者
数
の
見
通
し
な
ど

を
加
味
し
た
う
え
で
、

十
分
な
保
険
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

を
確
認
し
決
定
し
て
い

る
。

問

要
介
護
の
認
定
率
が

伸
び
て
い
な
い
状
況
だ

が
、他
市
町
と
比
較
し

て
十
分
な
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答

認
定
審
査
に
関
し
て

は
、榛
原
総
合
病
院
組

合
に
委
託
し
て
い
る
。

町
と
し
て
も
組
合
職
員

が
審
査
に
関
す
る
研
修

に
い
け
る
よ
う
支
援
を

し
た
り
、研
修
に
参
加

し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
な
ど
し
て
、他
市

町
と
差
異
が
で
な
い
よ

う
努
力
し
て
い
る
。

吉
田
町
学
校
施
設
使
用

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

問

空
調
利
用
に
対
す
る

考
え
方
と
し
て
、こ
れ

ま
で
の
年
間
を
通
し
て

使
用
し
て
も
ら
う
と
い

う
方
針
か
ら
考
え
方
が

変
わ
っ
た
理
由
は
。

答

年
間
を
通
し
て
使
用

し
た
結
果
、想
定
以
上

に
燃
料
費
が
か
さ
ん
だ

こ
と
か
ら
、使
用
す
る

際
の
使
用
料
に
つ
い
て

応
分
の
負
担
を
求
め
る

と
い
う
ふ
う
に
考
え
を

改
め
た
。

　
　

改
定
し
た
料
金
に
て

運
用
し
、不
具
合
が
生

じ
れ
ば
、料
金
の
見
直

し
を
含
め
て
検
討
す

る
。

問

適
正
な
料
金
を
判
断

す
る
た
め
の
デ
ー
タ

取
得
な
ど
は
行
わ
な
い

か
。

答

学
校
教
育
と
社
会
体

育
の
使
用
割
合
な
ど
で

デ
ー
タ
を
取
り
、料
金

設
定
が
妥
当
で
あ
る
か

検
証
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

町
道
の
路
線
認
定

に
つ
い
て

問

路
線
は
い
ず
れ
も
団

地
内
の
行
き
止
ま
り
の

部
分
で
あ
る
。

　
　

一
般
的
に
不
特
定
の

町
民
の
往
来
の
な
い
と

こ
ろ
を
町
道
と
し
て
認

定
す
る
の
は
、道
路
法

上
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答

開
発
行
為
に
よ
り
公

共
施
設（
道
路
）が
設

置
さ
れ
た
の
で
、今
回

は
都
市
計
画
法
に
基
づ

き
、そ
の
道
路
が
町
の

管
理
に
属
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、町
道
認
定

を
す
る
も
の
で
あ
る
。

人
事
案
件

吉
田
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
の
委
員
の

選
任

桐
田
不
二
雄
氏

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

五
條
栄
子
氏

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
参
加
・
調

印
・
批
准
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

（
提
出
者　
大
石
巌
議
員
）

提
出
理
由

　
我
が
国
は
唯
一
の
被
爆

国
で
あ
る
。核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
参
加
・
調
印
・

批
准
を
速
や
か
に
行
い
、

「
核
兵
器
廃
絶
」を
先
頭

に
立
っ
て
呼
び
か
け
る
べ

き
。

反
対
討
論（
八
木
栄
議
員
）

　

核
な
き
平
和
な
世
界
は

望
む
も
の
だ
が
、近
隣
に

核
保
有
国
が
存
在
し
、同

盟
国
と
協
調
し
て
国
の
安

全
を
確
保
し
て
い
る
現
状

で
は
、条
約
へ
の
参
加
は

困
難
。

賛
成
討
論（
福
世
義
己
議
員
）

　

放
射
能
が
人
体
に
及
ぼ

す
悪
影
響
や
核
兵
器
の
性

能
が
向
上
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
鑑
み
、調
印
し
核

兵
器
の
廃
絶
を
求
め
て
い

く
べ
き
。

賛
成
少
数
に
よ
り
否
決

吉田町総合体育館

発
議
案
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歳　
入

歳　
出

令和２年度一般会計補正予算（第１２号）
心身障害者自立支援事業費の増額などを

盛り込んだ補正予算を全員一致で可決

主
な
質
疑
内
容

歳入歳出予算の総額から４,５１５万円減額し、
総額１５６億７９１万円とする

【主な事業】
○心身障害者自立支援事業費 ４,９４５万円
　・共同生活援助給付金など実績に伴い増額
○消防救急広域事業費 ４,３２６万円
　・事業実績に基づき事務委託料を増額

繰越明許費　総額１億２,３４２万円
○防潮堤整備事業費 ４,５５８万円
　・川尻工区防潮堤整備工事請負費
○橋梁維持補修費 ５,２２５万円
　・中川原橋・五番橋の補修工事請負費
○情報伝達充実・強化事業費 ２,５５８万円
　・防災行政無線（移動）デジタル化整備費

令和３年度一般会計補正予算（第１号）
新型コロナウイルスワクチン接種体制事業に伴う
補正予算を全員一致で可決

歳入歳出予算の総額に２億１,４０２万円を増額し、総額１１２億６,３０２万円とする

問

減
収
補
填
債
を
増
額
す

る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な

効
果
を
見
込
む
か
。

答

財
政
を
安
定
さ
せ
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
こ
と
が
一
番
の
効
果

で
あ
る
。

問

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み

立
て
と
あ
る
が
、
行
わ
れ

な
か
っ
た
事
業
が
あ
る
か
。

答

イ
ベ
ン
ト
関
係
な
ど
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
行
わ
れ
な

か
っ
た
事
業
は
あ
っ
た

が
、
そ
れ
以
外
の
事
業
は

予
定
通
り
行
っ
て
い
る
。

歳　
出

令和２年度一般会計補正予算（第１３号）
商工業振興事業費補助金（プレミアム付商品券発
行事業に対する補助金）の増額などを盛り込んだ
補正予算を全員一致で可決

主
な
質
疑
内
容

歳入歳出総額に６,０５６万円を増額し
総額１５６億６,８４７万円とする

【主な事業】
○商工業振興費 ５,４８３万円
　・商工業振興事業費補助金
○広報・広聴事業費 ２５７万円
　・LINE設定費

問

町
の
情
報
発
信
に
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
選
定
し
た
理
由
は
。

答

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す

る
情
報
な
ど
を
、
よ
り
多

く
の
町
民
に
周
知
す
る
た

め
、
利
用
者
の
多
い
ツ
ー

ル
を
選
定
し
た
。

問

第
３
弾
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
周
知
方
法
は
。

答

HP
な
ど
や
、
購
入
引
換

券
を
全
世
帯
に
配
布
し
周

知
す
る
予
定
。
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総務文教常任委員会報告
調 査 事 項「学校教育の充実」の現状について

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
下
に
お

け
る
Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ
ン

ス
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

【
委
員
会
の
意
見
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
伴
う
影
響

を
受
け
な
か
っ
た
事
業

は
、
外
国
語
・
国
際
理
解

教
育
の
推
進
や
校
務
の

支
援
、
快
適
な
学
習
環
境

の
整
備
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
こ
の
プ
ラ
ン
で

早
期
か
ら
計
画
的
に
行

わ
れ
て
き
た
事
業
で
あ

り
、
人
的
配
置
が
円
滑
に

で
き
て
い
た
結
果
で
あ

る
と
考
え
る
。

・
文
部
科
学
省
作
成
の「
学

校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
～
「
学
校
の
新

し
い
生
活
様
式
」」
の
要

約
や「
児
童
生
徒
、
教
職

員
の
感
染
が
判
明
し
た

場
合
」「
児
童
生
徒
、教
職

員
の
家
族
が
濃
厚
接
触

者
と
な
っ
た
場
合
」
等
の

ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
児

童
生
徒
の
出
席
停
止
の

考
え
方
等
を
保
護
者
に

対
し
て
周
知
し
、
保
護
者

の
安
心
を
拡
充
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

吉
田
町
学
力
調
査
につい
て

【
委
員
会
の
意
見
】

・
学
力
向
上
も
大
切
で
は

あ
る
が
、
学
力
調
査
と
同

時
に
行
わ
れ
る「
意
識
調

査
の
結
果
」
を
よ
り
活
用

し
、「
確
か
な
学
力
」
を

定
着
さ
せ
る
た
め
の
資

質
向
上
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

【
ま
と
め
】

　
Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ
ン
ス
プ
ラ

ン
に
よ
る
空
調
設
備
な
ど
の

教
育
環
境
整
備
に
加
え
、
吉

田
町
学
力
調
査
、全
国
学
力・

学
習
状
況
調
査
な
ど
の
学
力

調
査
に
よ
る
学
力
向
上
を
目

指
し
た
。

　
ま
た
、
意
識
調
査
の
活
用

に
よ
る
児
童
・
生
徒
の「
確

か
な
学
力
」
の
基
礎
力
向
上

を
図
る
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に

よ
り
、「
自
ら
の
可
能
性
を

広
げ
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に

す
る
」
と
い
う
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
を
望
む
。

　
　
委
員
長

　
　
　
　
　

蒔
田　
昌
代

　

令
和
３
年
２
月
25
日
に
開
催
し
た
委
員
会
で
、
上

記
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
、
当
局
か
ら
の
資
料
提
供

お
よ
び
委
員
会
の
資
料
収
集
を
も
と
に
調
査
研
究
を

進
め
、
調
査
の
経
過
や
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
の
で
、

調
査
報
告
書
を
議
長
へ
提
出
し
た
。

吉田町学力調査及び意識調査のスケジュール（令和2年度）
吉田町学力調査　　（委託先 ： ベネッセ　　教科 ： 国算理  　学習意識調査）

各
　
学
　
校

１１月 ２月 ３月
11/25
吉田町学力調査・学
習状況調査実施

（小１〜小５）

11/30
・各学校からベネッ

セに学力調査提出

2/5
学力向上担当者会議 
⇒ 各学校で分析

【出席者】
・各学校研修主任
・ベネッセ

【内容】
・ベネッセからの結

果に基づき学力調
査について分析す
る。

左記を受け、各学校
研修主任から
各校教職員に説明。
⇒ 学級担当は学級に
おいて課題のある２
〜３問程度の設問に
対する回答の分析を
行う。
 ⇒ 学年共通課題に対
して、学年単位で分析、
対策を立てる。

2/19
学力向上担当者会議 
⇒ 各学校において教
科ごとの課題対策検討

【出席者】
・各学校研修主任

【内容】
・各学校から考察結

果提出
・来年度の方向性を

決定

・各学校は個人票を
児童に配布

（配布時期は各学校
によって異なる。）

・事業のまとめ
・事業実施報告
（各学校同じ様式で
提出）

・課題を授業に反映
させる。

◎ベネッセ結果が届いたら、各学校は、並行して指導開始
（出典：学校教育課からの提供資料を基に当委員会において作成）
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産業建設常任委員会報告
調 査 事 項 �地場産業の活性化について

【
調
査
目
的
】

　
町
は
総
合
計
画
の
基
本
理

念
に
お
い
て「
賑
わ
い
が
生

ま
れ
、
活
力
み
な
ぎ
る
町
づ

く
リ
」
を
掲
げ
そ
の
基
本
理

念
に
お
け
る
施
策
の
大
綱
の

一
つ
を「
活
力
あ
ふ
れ
る
産

業
振
興
の
町
づ
く
り
」
と
し

て
い
る
。
そ
こ
で
各
産
業
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
地
場

産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
す
る
。

　

委
員
会
の
意
見

①
　
補
助
金
に
つ
い
て

　
町
が
、
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
補
助
制
度
を
設
け
て
い

る
こ
と
は
理
解
で
き
た
が
、

そ
の
交
付
実
績
に
つ
い
て
は

更
な
る
上
積
み
を
期
待
し
た

い
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
町
は
他

自
治
体
の
補
助
制
度
の
研
究

や
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
、
現
行
の
補
助
制

度
の
見
直
し
や
新
た
な
補
助

制
度
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た

い
。

②
　�

外
部
団
体
と
の
連
携
に

つ
い
て

　
町
は
、
産
業
4
団
体
な
ど

外
部
団
体
と
日
頃
か
ら
交
流

に
努
め
る
と
と
も
に
、
吉
田

町
産
業
委
員
会
な
ど
を
活
用

し
、
引
き
続
き
情
報
共
有
や

ニ
ー
ズ
の
吸
い
上
げ
に
注
力

し
、
適
宜
対
応
を
取
ら
れ
た

い
。

　
ま
た
、「
機
織
業（
細
幅
織

物
業
）」に
つ
い
て
は
、
当
町

の
地
場
産
業
と
し
て
町
内
の

団
体
に
つ
い
て
の
把
握
や

業
界
把
握
に
努
め
、
活
性
化

策
の
検
討
に
つ
な
げ
ら
れ
た

い
。

③
　
PR
事
業
に
つ
い
て

　

PR
に
お
い
て
は
、「
し
ら

す
の
ま
ど
ぐ
ち
」
が
開
設
さ

れ
、
情
報
発
信
拠
点
が
出
来

た
事
は
大
き
な
成
果
と
言
え

る
。

　
今
後
は
し
ら
す
だ
け
で
な

く
各
種
地
場
産
品
を
取
り
扱

う
と
の
こ
と
な
の
で
、
一
過

性
の
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う

有
効
活
用
さ
れ
、
地
場
産
業

を
含
む
町
の
魅
力
の
発
信
に

尽
力
さ
れ
た
い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ

て
い
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

更
な
る
活
用
に
つ
い
て
検
討

し
、
情
報
発
信
力
を
低
下
さ

せ
な
い
よ
う
努
力
さ
れ
た

い
。

④
　�

総
合
計
画
と
の
関
連
に

つ
い
て

　
第
5
次
吉
田
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
お
け
る

「
現
状
と
課
題
」の
課
題
解
消

に
向
け
、「
4
年
後
の
姿
」に

記
載
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み

や
、
支
援
に
係
る
施
策
を
着

実
に
実
行
し
、
現
実
と
な
る

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

【
ま
と
め
】

　
本
調
査
に
よ
っ
て
、
調
査

対
象
と
し
た
地
場
産
業
に
対

す
る
当
局
の
取
り
組
み
の
ほ

か
、
よ
り
注
力
が
必
要
と
思

わ
れ
る
箇
所
な
ど
が
把
握
で

き
た
。

　

当
委
員
会
か
ら
の
意
見

が
、
当
町
地
場
産
業
は
も
と

よ
り
、
町
全
体
の
活
性
化
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

　
　
委
員
長　
三
輪
美
由
紀

　

令
和
元
年
６
月
4
日
に
開
催
し
た
委
員
会
に
お
い

て
、
調
査
事
項
を
上
記
に
決
定
し
た
。
地
場
産
業
の

う
ち
「
し
ら
す
加
工
業
」「
養
鰻
業
・
う
な
ぎ
加
工
業
」

「
機
織
業
（
細
幅
織
物
業
）」
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ

と
と
し
、
調
査
項
目
を
「
補
助
金
」「
外
部
団
体
と
の

連
携
」「
PR
事
業
」「
総
合
計
画
と
の
関
連
」
に
つ
い

て
の
4
項
目
と
し
た
。

　

調
査
は
、
担
当
課
か
ら
調
査
項
目
を
聴
取
し
、
必

要
に
応
じ
て
書
類
・
資
料
な
ど
の
提
出
を
要
求
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
基
に
、
委
員
会
で
ま
と
め
た
調
査
報
告

書
を
令
和
３
年
２
月
10
日
に
議
長
へ
提
出
し
た
。

しらす加工

細幅織物機器
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問

吉
田
町
内
に
お
け
る

経
済
の
落
ち
込
み
は
他

地
域
と
比
較
し
て
ど
う

か
。

答

町
内
の
落
ち
込
み
を

示
し
た
デ
ー
タ
は
な
い

が
、
商
工
会
か
ら
の
報

告
な
ど
か
ら
特
に
飲
食

業
が
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問

地
域
経
済
の
回
復
を

目
指
す
事
業
所
へ
の
新

た
な
支
援
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答

こ
れ
ま
で
２
回
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発

行
事
業
を
実
施
し
て
き

た
が
、
第
１
弾
、
第
２

弾
と
も
75
％
以
上
の
事

業
者
に
事
業
効
果
が

あ
っ
た
こ
と
、
事
業

者
・
利
用
者
双
方
か
ら

再
度
の
実
施
を
望
む
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

小
規
模
事
業
者
へ
の

経
済
的
な
支
援
策
や
町

民
の
消
費
活
動
へ
の
後

押
し
、
町
の
活
性
化
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏

ま
え
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
が
町

の
経
済
対
策
と
し
て
最

良
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
、
こ
れ
ま
で
の

発
行
額
を
大
幅
に
上
回

る
規
模
を
予
定
し
て
い

る
。

　
　

ま
た
、
中
小
企
業
へ

の
支
援
も
引
き
続
き
継

続
し
て
い
く
。

問

非
正
規
労
働
者
や
外

国
人
な
ど
が
解
雇
や
賃

金
の
切
り
下
げ
で
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
例
を

聞
く
。
相
談
窓
口
や
生

活
支
援
に
ど
う
対
応
し

て
い
る
か
。

答

収
入
が
減
少
し
た
世

帯
へ
の
生
活
支
援
と
し

て
、
社
会
福
祉
協
議
会

を
実
施
主
体
と
し
て
生

活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

に
お
け
る
緊
急
小
口
資

金
の
特
例
貸
付
を
行
っ

て
い
る
。
保
証
人
を
必

要
と
せ
ず
、
20
万
円
を

上
限
に
無
利
子
で
貸
付

を
行
う
事
業
。

　
　

２
月
末
ま
で
に
182
件

が
承
認
さ
れ
て
い
る
。

（
昨
年
実
績
６
件
）

　
　

住
居
を
失
う
恐
れ
が

生
じ
て
い
る
方
に
は
、

家
賃
相
当
額
を
支
給
す

る
住
居
確
保
給
付
金
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、

２
月
末
ま
で
に
34
件
の

支
給
が
決
定
し
て
い

る
。（
昨
年
度
２
件
）

　
　

生
活
が
困
窮
し
た
す

べ
て
の
方
々
に
対
し
、

必
要
な
支
援
を
提
供
す

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
　

さ
ら
に
、「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
相
談
窓
口
」
の

設
置
や
通
訳
者
２
名
が

外
国
人
の
相
談
支
援
を

行
う
「
吉
田
町
多
文
化

共
生
総
合
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
た
。

　
　

相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
支
援
が
継
続
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
１
年
が
経
過
し
た
。

　

経
済
が
落
ち
込
み
、
昨
年
の
国
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
マ
イ
ナ
ス
５
％
台
と
言

わ
れ
て
い
る
。
減
収
の
家
庭
や
減
益
の
事
業
所
へ
の
実
効
あ
る
支
援
施

策
が
必
要
と
考
え
質
問
し
た
。

問
question

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
・
事
業
支
援
策
は

答
answer

第
３
弾
の
商
品
券
発
行
を
計
画

大 石　 巌 議
員

プレミアム付商品券（第２弾）
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町政を問う 一般 質 問



　

令
和
３
年
２
月
３
日（
水
）

に
、
議
会
初
の
リ
モ
ー
ト
形
式

に
て
議
員
研
修
会
を
行
っ
た
。

一
、
地
方
財
政
制
度
の
基
本
的

な
し
く
み
・
構
造

二
、地
方
財
政
の
指
標
と
分
析

三
、
財
政
健
全
化
法
の
内
容
と

自
治
体
の
課
題

の
３
つ
の
内
容
に
つ
い
て
、
森

教
授
か
ら
講
義
を
い
た
だ
い

た
。

　
講
義
は
、ま
ず
、地
方
財
政
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い

た
後
、
吉
田
町
の
歳
出
に
つ
い

て
、
目
的
別
・
性
質
別
の
２
つ

の
観
点
か
ら
、
類
似
団
体
と
比

較
し
て
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に

特
徴
が
あ
る
の
か
ご
教
授
い
た

だ
い
た
。

　
目
的
別
歳
出
の
特
徴
と
し
て

は
、

・
衛
生
費
が
高
い

・
民
生
費
・
商
工
費
・
教
育
費

が
低
い

　
性
質
別
歳
出
の
特
徴
と
し
て

は
、

・
補
助
費
が
高
い

・
人
件
費
・
扶
助
費
・
物
件
費

が
低
い

と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

た
。

　
ま
た
、
講
義
の
最
後
の
テ
ー

マ
で
あ
る
当
町
の
財
政
運
営
の

課
題
の
な
か
で
は
、
一
般
財
源

の
使
途
や
歳
出
の
内
容
に
つ
い

て
注
意
す
る
、
財
政
調
整
基
金

の
機
動
的
運
用
や
減
収
補
填
債

の
活
用
な
ど
、
３
月
定
例
会
に

お
け
る
当
初
予
算
審
議
の
着
目

点
と
な
る
事
項
も
ご
教
授
い
た

だ
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会

と
な
っ
た
。

令和２年度 議会改革目標に対する議会の自己評価の結果
目標 取組内容 評価 評価理由

審議の
充実

・より良い議案審議が行われるよう、新たな
議会運営を検討し実行する。

・本会議中の質疑数を対前年度１５０％以上
に増やす。

〇

・議員間の勉強会において疑問点について活発に議
論し、議案の内容確認では多くの質問が出た。

・論点整理の前に自由討議の時間を設け活発な意
見交換を行った。

・質疑数は３２％増加したが、取組目標には少し
足りなかった。

・議会運営委員会にて、審議方法や一般質問の進
め方の改善を検討している。

町民意見
の反映

・町民意見や議員間の情報共有化のために議
員懇談会を開催し、町民の意見を議会に反
映させる。

×
・コロナ禍において、議会報告会の中止を決定した
ため、議会活動としての町民意見の収集が困難で
あったため、議会活動に反映できなかった。

・懇談会が開かれることが少なく、開催時におい
ても町民意見の紹介が少なかった。

ＩＣＴ活用の
推進

・議会のＩＣＴ活用を推進するため、新たな
システムを調査し、試験運用する。 △

・グーグルの機能を議会活動で活用するために、
情報伝達手段をＧメールに統一し、情報の共有
化を図った。しかし、他の機能活用には至らな
かった。

※　評価基準は『設定以上にできた⇒◎、設定どおりにできた⇒○、設定には足りなかった⇒△、出来なかった⇒×』

議会だより（第100号）のお詫びと訂正
2月12日発行の議会だより9ページの表中に誤りがありました。以下の通り訂正しお詫びいたします。
誤）西伊豆市　→　正）西伊豆町

・
目
的
別
…
行
政
目
的
に
着
目

�

例　

総
務
費　

民
生
費

・
性
質
別
…�

経
費
の
経
済
的
な

性
質
に
着
目

�

例　

人
件
費　

物
件
費

～
令
和
２
年
度　
吉
田
町
議
会
議
員
研
修
会
～　

３
月
定
例
会
に
向
け
た

「
地
方
財
政
制
度
の
基
本・健
全
化
の
要
点
」と

�

「
議
員
の
視
点
」

講
師
　
立
命
館
大
学
　
政
策
科
学
部
教
授
　
森
　
裕
之
氏
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まちの話題

あ
と

き
が

　

令
和
２
年
、「
新
し
い
生
活
様

式
」へ
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る

中
、88
人
の
傍
聴
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

税
収
不
足
へ
の
対
策
を
期
待
し

ま
す
」「
内
容
確
認
が
多
い
の
で

深
い
質
疑
を
」な
ど
、貴
重
な
意

見
を
頂
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

議
会
の
動
き
に
、興
味
・
関
心

を
示
さ
れ
て
い
る
方
々
に
響
き
、

幅
広
い
世
代
に
親
し
ま
れ
る「
議

会
だ
よ
り
」を
目
指
し
、紙
面
づ

く
り
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
Ｋ
・
Ｙ
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

大
石　
　

巌

副
委
員
長　

楠
元
由
美
子

委　

員　

福
世　

義
己

　
　
　
　
　

盛　

純
一
郎

　
　
　
　
　

中
田　

博
之

　
　
　
　
　

山
口　

一
博

議会フェイスブックから情報を発信中。

https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict
議会活動の様子をご覧いただき、ご意見をお寄せください。

こちらからどうぞ

（QRコード）

第２回定例会（６月）のご案内
　令和３年第２回吉田町議会定例会は６月１日（火）から開催予定です。
　傍聴にお越しいただく際は、手指消毒など、新型コロナウイルス感染予防および拡大防止策にご協力下
さいますようお願いいたします。	 お問い合わせ　　議会事務局　３３－２１４１

犬の譲渡会

一樹会学生展

わかば保育園卒園記念　段ブロックで小山城製作

吉田町親子chromebook体験会

※本紙に記載している数値につきましては、一部千円以下を切り捨てして表記しています。
16よしだ議会だより 第101号


